
 要請・質問書  

「原発の伝承」「核のごみ処分」は「国民の責任」ではありません 

九州電力社長に対して発言撤回を求めてください 

2018年 7月 26日 

佐賀県知事 山口祥義 様 
 

玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会／プルサーマルと佐賀県の１００年を考える会 

玄海原発反対からつ事務所／原発を考える鳥栖の会／今を生きる会／原発知っちょる会 

風ふくおかの会／戦争と原発のない社会をめざす福岡市民の会／たんぽぽとりで 

東区から玄海原発の廃炉を考える会／福岡で福島を考える会／あしたの命を考える会／怒髪天を衝く会 

 

 

6月27日、九州電力社長に池辺和弘氏が新たに就任し、新聞各紙で池辺氏へのインタビューが相次い

で掲載されました。その中で池辺氏は「原発技術の伝承は国民の責任」、「（核のごみ）処分場確保へみん

なで努力を」（6月 28日付朝日新聞）などと語っています。 

私たちは唖然とした口がふさがりません。一企業の活動の伝承が何故私たちの責任なのでしょうか。一

企業の出したゴミの処分に関して何故みんなが努力をしなければならないのでしょうか。 

さらに「（再エネよりも）原子力のほうが成熟した技術だ」と、10 万年先の未来に後始末をおしつける未成

熟の技術を「成熟」だと強弁し、事故時の対応を問われ「私が原子炉を止めに行く」などと、稚拙な精神論

を語りました。 

これらの言葉は、九州一を標榜する九州電力という会社が究極の無責任体質であり、甚だしく倫理観の

欠如していることを露呈しています。私たちはこのような企業が原子力という人類の手に負えない技術を弄

ぶことを決して認める事は出来ません。 

知事はどう思われたでしょうか。また、7月5日に池辺社長と直接面談した際に、この発言についてどう質

したのでしょうか。 

池辺社長に対して、これらの無責任な発言の撤回を求めるよう、知事に要請いたします。 

 

 以上の要請と質問に対して、2週間以内の文書回答を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：090-3949-2103（永野） 


